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第１期第１回 横浜市市民協働推進委員会 会議録 
日  時 平成25年６月11日（火）午後６時00分から８時15分まで 

開催場所 横浜市市民活動支援センター セミナールーム 

出 席 者 
小濱哲委員長、奥山千鶴子委員、門倉晴義委員、時任和子委員、中島智人委員、 

治田友香委員、松村正治委員、三輪律江委員 
欠 席 者 なし 
開催形態 一部非公開（傍聴者６人） 
議  題 審議事項 

ア 部会委員の指名について 

イ 平成25年度横浜市市民活動支援センター事業の検証について 

ウ 市民活動共同オフィス平成26年度入居団体募集要項について 

エ 平成25年度第２回横浜市市民活動推進ファンド登録団体及び助成金交付審査

結果について 

オ 次期横浜市市民活動支援センター運営事業の募集要項について 

報告事項 

ア 平成25年度市民協働推進部事業の概要について 

イ 協働ハンドブックの作成及び配付について 

その他 

議  事 １ 開会 

（事務局）皆様、本日はお忙しいところお集まりいただきましてありがとうござい

ます。これより第１期第１回横浜市市民協働推進委員会を開催いたします。 

 本来であれば議長である委員長に議事を進めていただくところですが、本日第１

期第１回の会議でございますので、委員長選出まで事務局で進行させていただきま

す。 

 それでは早速、市民協働条例の概要及び市民協働推進委員会について簡単に御説

明させていただきます。 

（事務局）資料により説明 

 

（事務局）本日は委員７名の出席となっており、過半数の出席がありますので、市

民協働条例施行規則第８条第２項により委員会は成立しております。 

 それでは、第１期第１回の委員会の開催に当たりまして、市民局長よりごあいさ

つを申し上げます。 

 

（局長挨拶） 

 

（事務局） 続きまして、委員の御紹介に移らせていただきます。 

市民協働推進委員会では市民活動推進委員会から引き続き８名の方に御就任してい
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ただいております。次第の裏面に名簿をつけさせていただきました。こちらの名簿

に従って、事務局から順番にご紹介させていただきたいと思います。 

 

（委員紹介） 

 

（事務局）委員の皆様、どうぞよろしくお願いいたします。 

 続きまして、事務局の紹介をいたします。名簿の下部にあります事務局の名簿の

順に紹介させていただきます。 

 

（事務局紹介） 

 

（事務局）続いて、委員長の選出を行いたいと思います。委員長に関しましては、

先日委員の皆様にも御確認させていただきましたが、小濱委員に委員長就任をお願

いしたいと思っております。改めて御了承いただけますか。 

（了承） 

（事務局）それでは、委員の皆様に御賛同いただきましたので、小濱委員に委員長

をお願いしたいと思います。 

 それでは第１回の委員会になりますので、委員長から簡単に御挨拶をいただきた

いと思います。よろしくお願いします。 

（小濱委員長）改めまして、皆さんこんばんは。また今期も委員長をさせていただ

きます。第１期ということで期も新しくなりました。条例が全面改正されまして、

中身もリフレッシュされたところでございます。しかしながら私たちの委員会の活

動も引き続き、着々と市民の皆さんの活動を支援する方向で進めていければと思っ

ております。今日もまた幾つかのＮＰＯの方々に来ていただいて、活動内容を紹介

していただきますが、これからも少しでも市民の皆さんの助けになるようにこの委

員会でも知恵を絞っていけたらなと感じているところです。どうぞよろしくお願い

いたします。 

（事務局）ありがとうございました。 

 続いて、当委員会では副委員長を置きませんが、市民協働条例施行規則第７条第

４項の規定に基づき、委員長が委員の職務代理者をあらかじめ指名することになっ

ております。委員長、いかがいたしましょうか。 

（小濱委員長）奥山委員にお願いしたいと思いますが、よろしいですか。 

（異議なし） 

（奥山委員）よろしくお願いいたします。 

（事務局）ありがとうございます。それでは奥山委員、よろしくお願いします。 

これより委員長に議事の進行をお願いします。 

 



3 

２ 議題 

（１）審議事項 

 ア 部会委員の指名について 

（小濱委員長）それでは議事に入ります。お手元の次第に沿って進めたいと思いま

すが、オの次期横浜市市民活動支援センター運営事業の募集要項につきましては、

一般公開する前に委員会で公開討議してしまいますと公平性に欠けるおそれがあり

ますので、この議題のみ非公開とさせていただこうと思います。皆様よろしいでし

ょうか。 

（了承） 

（小濱委員長）では、これに関しましては最後に審議いたします。 

 では、審議事項アの部会委員の指名につきまして、事務局より説明をお願いいた

します。 

（事務局）資料により説明 

（小濱委員長）何かご質問等はございますか。では、時任委員と門倉委員によろし

くお願いしたいと思います。 

 

 イ 平成25年度横浜市市民活動支援センター事業の検証について 

（小濱委員長） 続きましてイになります。横浜市市民活動支援センター事業の検

証について、事務局から説明してください。 

（事務局）資料により説明 

（小濱委員長）何かご質問等はございますか。では、事業の実施団体の方々に平成

25年度事業計画についてご説明していただきまして、その後、質疑応答、意見交換

をしたいと思います。タイムキーパーにつきましては、事務局でお願いいたしま

す。 

（事務局）初めに運営事業団体の、特定非営利活動法人市民セクターよこはま様、

説明をお願いいたします。 

（市民セクターよこはま）資料により説明 

（小濱委員長）ただいまの発表につきまして、何か皆様のほうで御質問等ございま

すか。 

（中島委員）センターがよりよい社会をつくるという非常に大きなテーマを掲げら

れて活動されるということなのですが、それに対する成果の指標というのですか、

そのよりよい社会に近づいたという、よりよい社会とは何なのかというのもあるの

ですが、それを図るような指標というのはどういうところにあるのかという事を１

つ教えていただきたいと思います。 

というのは、いろいろな事業をされていて、それぞれ個別の事業に入っていく

と、それに参加した方は非常に今までの成果から満足の高い成果を持ち帰って、さ

らにそれを地域社会に広めていくようなことをされるのだなというのは想像がつき
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ます。ただ、それは多分一部の方だと思われます。研修や事業に参加される方も一

部の方ではないかと。でも横浜市も非常に広いですし、重点的にやるところがあっ

てもいいと思うのですが、全体の成果をどのように位置づけるのか。そのようなモ

デルケースをつくって、それを成果とするのか。それとも、そこにとどまらず、そ

の先も考えていらっしゃるのか。ということを少し教えていただきたいと思いま

す。 

（市民セクターよこはま）まず、指標をきちんと今立てているわけではないのです

が、１つの目安としては、今おっしゃったとおり、私たちが直接やる事業に参加す

る方は数百名というところだと思います。それで社会が変わるかというと、もちろ

んそうではないと。それで最初に申し上げた、他の団体や行政や企業との、貸した

り借りたりする関係というところの積み上げが実は私たちはまだまだなので、そこ

をきちんとやっていきたいと思っています。位置づけをいただいたのが実は初年度

からではなくて一昨年からいただいていまして、これまでが準備だったとすると、

今年度はそこを本格的にやっていきたいとおもっています。そうしないと本当に広

がりのある成果になっていかないと思っております。特に18区との支援センターと

の連携、評価の中にも18区の利用者の満足度とか計画のすり合わせについて考えて

はどうかという意見もいただいていました。私たちはそこまでの位置づけはいただ

いてはないのですが、それでも研修事業や勉強会、直接の市民活動支援センター支

援という事業を通じて、そこまできちんとコミットしていきたいと考えています。 

 もう一つは、私たちは団体支援をしているのですが、団体の先にある当事者の

方々がどうだったかというのは、ここは大変見えにくいです。その支援していらっ

しゃる団体の方に直接変化を聞いたり、新しいニーズ、「この課題は解決したけれど

も、今はこういう課題が上がっている」ということをリアルタイムで吸収していか

ないと、ずれた企画になってしまいます。そのことをきちんと検証していきたいと

考えています。 

（中島委員）ありがとうございます。あと１つだけいいですか。ネットワーク事業

で地域と企業、地域と大学、そして中間支援の連携ということで３本立てでお話を

されていましたが、何か世の中は、うまくいっているかどうかはわからないです

が、マルチステークホルダーという、要するに多様な主体ということで、これは全

部一緒にやってもいいのかなと思いました。ちょっと複雑になるかもしれないので

すが、このように個別にやられている意図とかねらいなどがあれば教えてほしいと

思います。 

（市民セクターよこはま）12分は短いので、言えないことを中島委員が次々と質問

してくださって、すごくうれしいです。実は今日説明できなかったことの中に、「の

う」をテーマとした連続講座というのを企画していまして、それは企業も、また大

学も、それから中間支援も今とても興味のあるところです。ですから、私たちは少

し積み上げが不足していますので、きちんと個別の積み上げもしていくのですが、
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「のう」という切り口で、まさにマルチステークホルダーの方々と一緒に、実は今

のところ６回ぐらいを予定しておりまして、そのときには企業の方も含めてやって

いきたいと思っております。 

（中島委員）「のう」というのは農業ですか。 

（市民セクターよこはま）農業です。 

（小濱委員長）そのほかはいかがですか。 

（松村委員）ご説明ありがとうございました。最初に自分たちの専門性を改めて大

事にしていこうとの話でしたが、セクターさんとしては一番どこに専門性を持って

今年度の事業を展開していこうとお考えになっているのでしょうか。 

（市民セクターよこはま）一義的には、今までこの支援センターを担わせていただ

いて積み上げてきたＮＰＯマネジメントになりますが、もう一つ背景というか、私

たちが持っているベーシックな力として、学び合いの場づくりということがあると

思います。私たちには、我ながら素晴らしいという部分がそんなにありませんの

で、だからこそ、いろいろな力を持っている方と一緒に、知恵をいただきながら一

個一個の事業をつくっていけるのではないかと考えています。そういうところに私

たちの専門性があると思います。ただ、一方で新たな課題に、これから社会が変わ

っていく中でさらに深めていかなければいけない、そこに甘んじてはいけないとい

うとこがあります。そこについてはこの場づくりとか、力を貸したり借りたりとい

うとこでなく、これから必要なスキルについても、今年度さまざまな団体、マルチ

な方たちと接点を持つ中で、多分また加えていかなければならないスキルがあると

思います。そこも見つけていきたいと思っています。 

（小濱委員長）そのほかはいかがでしょうか。 

（奥山委員）ご説明ありがとうございます。協働事業の相互検証シートのところ

で、これから協働契約書のところも見直しをして、それをまた汎用できるような形

でとのことだったのですが、具体的にそのあたりを進める中で見えてきたことなど

を、どのように今度は水平展開していこうとされているのか。そのあたりのことを

お話しできる範囲でお願いします。 

（市民セクターよこはま）今回、本音を率直に言うと、非常に時間が短い中で、支

援センターが第１号になるとのことでやってまいりましたので、ここも少し変えて

いったほうがいいのではないかというところについては、項目としては挙げたので

すが、それを実際に変えたりとか、ここは本当はどういうことだろうかというとこ

ろまでは実現はできていないということが前提としては１つあります。 

今回もそうなのですけれども、これまで８年間の協働の取り組みの中で、協働協

定書のときから何点か注目して、我々が提案というか、意見を述べてきた点があり

ます。これは疑義が生じた際の、そこをどのように解決していくのかという点。こ

れについては今回の協働条例の中では、双方が誠意を持ってやっていくということ

でしかなかったわけですが、果たしてそれだけで解決できない場合にどうしたらい
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いのだろうかということをもう少し詰めていく必要があるという点とか、幾つかそ

ういった点はあります。 

 水平展開につきましては、昨年度、共同宣言を作成するなど、我々は協働に関す

る取りまとめを幾つかやってきておりますので、こういったものを利用者懇談会を

複数回やっていきますので、そういったところでテーマを絞って、ＮＰＯ団体に集

まってもらってポイントを共有したりとか、お互い注意して実際に作成した協働契

約書を出し合うとか、そういった場もつくっていけるのではないかと。これはまだ

調整できておりませんけれども、そういったことを共有していく場をつくっていく

のが重要になってくるのではないかと思っております。 

また、奥山委員とも一緒に取り組ませていただいた、条例の見直しとか、その部

分を触らないと、今回結んだ協働契約も、いろいろと納得がいかないところもある

のですが、今の時点ではそれで出発するしかないと思っています。また、その協働

契約も約款と一緒にしたところは、便利は便利なのですけど、一般の人が見たとき

にページ数も多くて、これは協働協定のほうでもいいのではないかとの感じはあり

ます。ですから、どんどん一般化していく、広がって意識をそれぞれ市民が対等な

関係づくりというところで進めていくときに、私たちも実はこの支援センター以外

に法人としてさまざまな区役所と契約を結ぶのですが、協働契約をお勧めしつつ、

どこがやりにくいかといったこともお話ししつつ進めていく。その知恵を、窓口に

ご相談に来られた、また電話でご相談があったときに、こういうところがポイント

なのでというふうに生かしていきたいと思っております。 

（奥山委員）そうですね。協働条例ができたというところでは、どのように契約を

結んでいくか、それから読み解き方、そのあたりをこれから深めていって、またそ

れを発信していただきたいと思っております。 

（小濱委員長）そのほかにいかがでしょうか。では、ありがとうございました。 

（事務局）続きまして、５か年選定の自主事業、協働型地域経営リーダー養成事

業、よこはま地域づくり大学校でございます。引き続き特定非営利活動法人市民セ

クターよこはま様、説明をお願いいたします。 

（市民セクターよこはま）資料により説明 

（小濱委員長）皆さん御質問等はございますか。 

（三輪委員）280名の方々のフォローアップが自主的な交流の場とか、勉強会、交流

会という話になっているのですが、この方々のその後はどのようにフォローしてい

く予定ですか。 

（市民セクターよこはま）地域大のＯＢの方と受講生の学び合いの親睦を高めるた

めに、年２回スパイスクラブという親睦会を開催しています。そのときに事前にア

ンケートをとって、そこで今自分がどこまで地域づくりに進んだのか、地域大を受

講してどこまでその課題に近づけたのかというものを共有する時間、そして親睦を

深める懇親会と、あとテーマが、例えば皆様からいただいた、子供に関してコミュ
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ニティーとか、そういった部分でどのように地域で入っていけばいいのかという、

アンケートを事前にとっていますので、それにふさわしい講師の方にお越しいただ

いて、開催しております。 

（三輪委員）基礎コースの方がそのまま応用コースに入るという流れですよね。 

（市民セクターよこはま）流れはそうです。 

（三輪委員）わかりました。 

（小濱委員長）そのほかはいかがですか。 

（時任委員）不肖な卒業生なのですけれどもお尋ねいたします。今応用コースは何

名ぐらいの受講生がいらっしゃるのでしょうか。 

（市民セクターよこはま）今年度でよろしいですか。 

（時任委員）昨年度、今年度で。 

（市民セクターよこはま）合わせて16名です。 

（時任委員）合わせてというのは。昨年度の応用コースの人数は。 

（市民セクターよこはま）昨年度の応用コースの人数が９人です。今年が７人で

す。合わせて16人です。 

（時任委員）わかりました。私が参加させていただいたときなどは、町内会の方が

多かったのですけれども、エリアで偏りがありました。町内会などから複数という

と、エリアや所属の偏り等々があると思いますが、そのあたりは運営されていてど

のように思われていますでしょうか。 

（市民セクターよこはま）こちらにもありますように、地域大基礎編は自治会町内

会の方に。１期目、２期目は実はさまざまな方に来ていただきたい、今もそれは変

わらないのですが、ターゲットを絞ったほうがいいと思いまして、平日昼間に自治

会町内会の方メーンということで、３年目から組み直しています。それで応用編に

入られる方はほぼ町内会役員の方が多いです。ただ、時任委員のときは確かに同一

町内会から２人参加とかあったのですが、今はもうばらばらになっております。 

（小濱委員長）私から１点なのですが、この事業が今年で終わってしまうという話

がありました。次年度以降の何か案というのはお持ちなのですか。 

（市民セクターよこはま）まず、区域の展開が今５区となっているのですが、あと

県域も１地区、それは委託や補助などで、あまり安くし過ぎないようにして展開し

ております。ただ、基礎編のほうもいつも委員長から「もっと高くお金を取ればい

いのでは」と言われるのですけれども、私たちも5000円、１万円、１万5000円と上

げるのですが、やはり１万円ぐらいがいいなというような。 

それは安いに越したことはないというのはあるとは思うのですが、地域の相場観

というのがあって、５万円とか６万円が実際にかかっている経費です。それではも

う怖くて行けなくて、そうなってしまったら10人とか、参加者がかなり下がるので

はないか。となれば、あとは数百万円の助成金をねらう、そしてこのブランド力を

片方でさらに上げていくということを同時にやっていくしかないと。この区域展開
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の中の少し儲けた分を入れたり、助成金を入れたり、参加費も入れたりでやってい

きたいと思っています。 

（小濱委員長）今日伺った、結構自治会からの参加が多くなっているではないです

か。であれば、自治会のほうから講座の費用の半額を負担してもらうということに

すれば、単純に言えば受講料が今の倍にできるわけです。そのような工夫や、自治

会のほうが年間何人分とかという予算をとりますよね。その予算というのは市のほ

うに上げるわけで、市のほうでは皆さんのところに行くわけですから、そこはまた

行政との話し合いということになると思うのですけれども、そういう要請を上げて

いくのもこの協働の１つなのかなという気もするのです。 

（市民セクターよこはま）ありがとうございます。区によっては、実は地域大方向

に対して送り出しを積極的にやっているところもあり、受講料を持つよとか、半額

負担するよというようなところをやってくれている区もあります。ただ、地域につ

いては、例えば「受講料を３万円にするので、１万5000円を連合や自治会町内会か

ら出してください」と持ちかけても、ＮＰＯが行う事業に対してお金を出すという

ことについて成熟していないため、難しいのです。区域でも、例えば港南区でも

「お金を取りましょう。連合に負担してもらいましょう」と今一生懸命行政と話を

しているのですが、年度当初予算化していないものを途中で出すというのは結構難

しいというようなことで、今交渉しているところです。 

（治田委員）そもそも論になってしまうかもしれないのですが、このよこはま地域

づくり大学校というのはすばらしい取り組みだと思うのですが、地域で今、自治会

町内会が成り立たなくなっている中で、さらに自治会連合会とか、いろいろな仕組

みが、要は制度疲労を起こしていると私は思っているのです。その中でそれを何と

か担い手づくりということでやっていらっしゃるというのもわかるし、成果も上げ

られていると思うのですが、もしこれを横浜市として本当に継続していきたけれ

ば、要はそちらとしてあちこちの予算をかき集めてくるということをそもそもやっ

ているのかというのが素朴な疑問としてあります。横浜市としてこういった市民を

満遍なく成長させたいのであれば、市が予算をちゃんと用意すべきなのではないか

なと。それをきちんと評価して、必要、不必要みたいなことをもう議論する時期に

来ているのではないかと思うのです。とはいえ、ぽんと投げ出すわけにもいかない

からというすごく熱い思いがあるから、何とかしなければと思うのだけれども、そ

こら辺、この場での議論が必要なのかどうかというのはわからないのですが、必要

ではないかと思います。どっちに投げかければいいのかわからないのですが、その

ように思います。これはすごく古くて、新しいというか、問題で、満遍なく予算を

出せなくなっている中で、もっとやる気がある人たちに出していくというやり方も

あると思うのです。だからもっと絞っていくやり方もあるのかなと思っていて、そ

のやり方の工夫を本当に市民が全部出さなければいけないのか、行政側でもうちょ

っと知恵を絞ってやるほうがいいのか、そのあたりも含め、何か全部ＮＰＯ側がや
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らなければいけないのかというのがちょっと苦しいなという気がすごくしてきてい

ます。そのあたり、この分野だけではなくて議論が必要ではないかと思っていま

す。 

（市民セクターよこはま）本当にありがたい意見です。おっしゃるとおりです。私

たちも実はもう昨年ぐらいから、どうなのでしょうという投げかけを繰り返しさせ

ていただいております。 

また、成果がわかりやすく伝わらないと、なかなかその気にもなっていただけな

いと思うので、そのあたりも一生懸命伝えています。 

（治田委員）もう一つ、これは多分全国的にそうだと思うのですが、ＮＰＯ支援と

市民への支援は、私は切り離すべきと思っているのです。市民というのはそこに住

んでいる人、ＮＰＯというのはその町が好きで、そこの住民ではないけれども取り

組む人たちもあっていい。それは重なっていていいわけなのですが、それを全部包

括するのがいいのかというのがよくわからなくて、そのあたりの議論を本当は進め

ていく時期になっているのではないかと思います。 

（小濱委員長）ほかにございますか。 

では、先ほどの事案と含めまして、御発表いただきました内容で今年も事業を進

めていってください。よろしくお願いいたします。ありがとうございました。 

（事務局）続きまして、単年度の自主事業「続・大人のインターンシップ事業～活

動体験型インターンシップの継続と多様な人材の受入手法の共有による団体の活性

化」でございます。こちらにつきましては、特定非営利活動法人アクションポート

横浜様の事業となります。説明お願いいたします。 

（アクションポート横浜）資料により説明 

（小濱委員長）御質問等はございますでしょうか。 

（中島委員）対象となる方がいろいろなところでいろいろな属性の方が対象になり

ますが、ここに挙がっているだけで一般の市民の方、企業に勤めていらっしゃる

方、学生の方、そしてそれを受け入れているＮＰＯだったりコーディネーターの

方、それぞれどうやって募集をするかとかという。もうやられている事業で、これ

は「続」なので、ノウハウはあると思いますけれども、今までのご経験を踏まえ

て、どうしたら本当に適切な方にアプローチできて、来てほしい方に来てもらえる

か、何かそういう見通しみたいなのがあったら教えて下さい。 

（アクションポート横浜）非常に難しいと思っております。ただやはり、一般の参

加者という意味合いですよね。受け入れ団体では、今回ノウハウを共有するという

ところでは幅広く、チラシだったり、ＳＮＳで発信していこうと思っています。で

すが、特にこの活動体験というところで、ぜひ特に普段の団体ではかかわってもら

えないような人にかかわってもらう、そういうのを経験していく場にしていきたい

ので、その辺は実際活動している団体と相談させていただいて、ふだん活動してい

るだけではなかなか届かない層だったり、逆に届けたい層だったり、そういうとこ
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ろを相談してやっていきたいと思っております。ただ、具体的にはやはりチラシだ

ったり、あとはウエブだったりが発信の方法ではあると思いますが、ターゲットに

応じた発信をしていこうかなと思っております。 

（小濱委員長）そのほかはいかがでしょうか。 

（松村委員）御説明ありがとうございました。コーディネーターの育成ということ

が挙げられていましたが、コーディネーターというのはどうやって育つとお考えな

のでしょうか。 

（アクションポート横浜）非常に難しいと思うのですが、今回１年の事業なので、

この事業ですぐコーディネーターが育つとは思っておりません。今年、「続」とさせ

ていただいたのは、昨年発掘をするだけでも大変時間がかかるという事を実感しま

した。ですので、繰り返しやっていかなければいけないと思っておりまして、今回

はノウハウをお互いに共有して、どんなことがコーディネートしていく中で、いろ

いろな人にかかわってもらう中で必要なのかという事を学んで実践していくという

ことなのですが、関係をつくって継続してやっていくことが必要だと思っておりま

す。この事業、今回御提案させていただいたのはこの１年なのですが、続けて関係

をつくって、それで続けていくことが大事だと思っています。 

（小濱委員長）そのほかはいかがでしょうか。 

 それではただいま御説明いただいた内容で今年度の事業を進めていっていただき

たいと思います。では、次の説明をお願いいたします。 

（事務局）次は同じく単年度の自主事業「市民映像制作クルー育成事業」でござい

ます。こちらは特定非営利活動法人ＰＣ－ＩＴＶ様の実施する事業となります。説

明お願いいたします。 

（ＰＣ－ＩＴＶ）資料により説明 

（小濱委員長）御質問等はございますか。 

（中島委員）ありがとうございました。この事業はすごく楽しそうでいいと思うの

ですが、この事業を行うことの一番の受益者というのはどういう方だと思って事業

に取り組まれていらっしゃるのでしょうか。 

（ＰＣ－ＩＴＶ）市民活動にデビューしたい人だと思っています。市民活動に参加

したくても、私自身が定年退職して市民活動に入ろうと思ってもなかなか入れなく

て、ただ、ビデオを撮ったりとかというのは、子供のビデオを撮ったりなどができ

たのです。そういう、どうやって市民活動に参加するか、例えば農園が好きで農園

のグループに入っても、結局農家の作業を知らないで、「ちょっと危ないからそっち

行っといて」とかと言われたのです。だけどそうではなくて、もっと入りやすい切

り口があって、自分らしいデビューができる人、そういう人を受け入れて、それで

その人たちがいろいろな団体とかかわって、先ほど言ったように、私はやっぱりこ

っちのほうが向いているわというふうにデビューするきっかけになったらいいと思

っています。 



11 

（中島委員）では、今後そういう方をこの事業に取り込むために、どのように工夫

をされるかというプランとはありますか。 

（ＰＣ－ＩＴＶ）プランというか、具体的にこういうところに来てもらっているの

は、市民活動が初めての方が多いです。私を含めてなのですけど、そういう人たち

にこれから、例えばこの編集に来ている人なんかはうつ病が治ってリハビリで来て

いる人で、市民活動にも行けないという方を受け入れてみました。もう全然健常者

と変わらないのですが、「そういう人なんかも参加できるよ。だからそういう人たち

もたくさん集まってきてください」という発信もしていますし、企画番組の「みか

たＴＶ」では、ホイールチェアに乗って、足のちょっと悪い方が来てくれました。

そうやってなかなか市民活動に参加できないような障がいを持った方にも来てくだ

さいというふうな呼びかけを今発信しています。 

（小濱委員長）そのほかはいかがでしょうか。 

では、今発表していただいた内容で今年度進めていただきたいと思います。 

これで市民活動支援センター事業の検証については終わりにしたいと思います。

全体を通しまして何か御質問はございますか。 

 

 ウ 市民活動共同オフィス平成26年度入居団体募集要項について 

（小濱委員長）それでは続きまして、議題を進めまして、ウの共同オフィスの平成

26年度入居団体募集要項につきまして、事務局のほうから御説明をお願いいたしま

す。 

（事務局）資料により説明 

（小濱委員長）御質問等はございますでしょうか。 

なければこれで事業を進めていっていただきたいと思います。 

 

 エ 平成25年度第２回横浜市市民活動推進ファンド登録団体及び助成金交付審査

結果について 

（小濱委員長）では、エの平成25年度第２回横浜市市民活動推進ファンド登録団体

及び助成金交付審査結果について、御説明をお願いします。 

（事務局）資料により説明 

（小濱委員長）御質問等はございますか。 

では、ご説明がありました１団体の登録及び９事業の助成金の申請交付につきま

してはご了承いただけますでしょうか。 

（了承） 

（小濱委員長）では、この内容で進めさせていただきます。次の審議事項につきま

しては、冒頭申しましたように、最後にいたしますので、報告事項に移ります。 

 

（２）報告事項 
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 ア 平成25年度市民協働推進部事業の概要について 

（小濱委員長）まず、アの平成25年度市民協働推進部事業の概要につきまして、事

務局のほうでよろしくお願いします。 

（事務局）資料により説明 

（小濱委員長）何か御質問等はございますか。 

 

 イ 協働ハンドブックの作成及び配付について 

（小濱委員長）イの協働ハンドブックにつきまして、事務局のほうからご説明をお

願いします。 

（事務局）資料により説明 

（小濱委員長）何か御質問等はございますか。 

 

（３）その他 

（小濱委員長）次に「その他」ですが、事務局からよろしくお願いします。 

（事務局）資料により説明 

（小濱委員長）何か御質問等ございますか。 

（奥山委員）これは第１回目ということで、この申し込みから、それを受けてどの

ような審査をして、どのぐらいの予算とかの申請があって、それをどのように決め

てきたのかという。やはり第１号ということで、次また手を挙げたいという人たち

が、どのように申請を出したらいいのかとか、そういったようなことがかなり注目

を浴びて、問い合わせもあったのかを含めて、第１号なのでそのプロセスは非常に

大事かと思うのです。そのあたりはいかがですか。 

（事務局）実際は保土ケ谷区の区政推進課が事務局で提案を受け付けて、保土ケ谷

区の中で審査してという形で、事前から当課も保土ケ谷区と対応について相談させ

ていただいたという形になっています。そういったものに対しては今後契約の、こ

れは負担金で協働契約を結んだのですが、そういったものをぜひ外向けに出してい

った上で、今後提案したいという方々の参考になればという形で、ホームページな

どを活用した形で出していきたいと考えております。 

 負担金は大体50万円を保土ケ谷区が負担して、団体のほうは５万円という形で話

を聞いております。 

（奥山委員）そうしましたら、ここの協働入門ということでつくったのもあるので

すが、実際に協働条例に基づいた形で１回目ができたということでは、やはりその

プロセスのところをぜひ早目に公開していただいたほうがいいのではないかと思い

ます。それは非常に、前例と言ったらあれですが、そういうことにもなると思いま

すし、各区でいろいろな協働の事業として公募が幾つかありますよね。それとはま

た別にこういう形があるということでいうと、今後それはどんなふうに展開してい

くのかということでは、非常に期待感とともに、皆さん手を挙げたら受け入れても
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らえるのだろうかという不安もあるのではないかと思います。それぞれの区だけで

なくて市のほうに直接来る場合もあると思いますし、その辺を整理して進めていか

ないといけない部分もあるのかなと思いますので、ぜひよろしくお願いいたしま

す。 

（事務局）プロセスが非常に重要だという話は、協働を進める上で、ハンドブック

でもプロセスが重要だよという形で書かせていただいております。その辺は、ほか

の方がもし協働事業をやりたいという場合にそのプロセスの見本となるようなもの

を、今後も事務局としては発信していきたいと思っております。 

（三輪委員）この団体は、もともと保土ケ谷のほうでかなり前から、割と最初は

「ほどがや 人・まち・文化振興会」の前身が区役所のそういうネットワークのと

ころから生まれている団体です。区との連携が最初から強いグループで、かつ非常

に自分たちの意見を区とかなり連携して言い合える関係にあって、そして行政の方

も少しメンバーに入っているので、こういう市民協働条例というものができたもの

の第１号にぜひ私たちがなりたいということで、多分かなり調整をしていたと思い

ます。なので、今の奥山さんの話もそうなのですけど、この後に続くということ

と、そういう意識が高い団体が応募してきているという形になっているので、すそ

野を広げるというか、そこら辺の関係を広げていくのであれば、区側も意識を持っ

てもらわなければいけないと思いますし、団体のほうにもそういう働きかけが必要

だと思っています。 

（小濱委員長）そのほかに御意見・御質問はございますか。 

（門倉委員）この第１号の財源は区が負担されたということなのですが、基本的な

財源は区の財源なのか、先ほど予算でご説明いただいた市民局の予算が財源の裏づ

けになっているのか、その辺をお聞かせいただければと思います。 

（事務局）こちらの協働事業は区の財源で事業をやっています。 

区づくり推進費と言うもので、区が自由に使える予算の中から、この事業に50万

円ほど負担金を出しております。 

この協働事業は提案するほうが、どこどこの相手方と一緒にやりたいというのは

最初にターゲットができますので、そこと話し合っていくプロセスを踏みながら、

最終的に担当した所管課が予算づけをどのように考えていくかも含めて、この協働

事業のプロセスの中に入ってきます。ですので、基本的には相手方、受け付けた担

当課で、予算措置も含めてどうするかということを一緒に考えていく事業という位

置づけになっています。 

（小濱委員長）では、そのほかに事務局から何かございますか。 

（事務局）次回の委員会なのですが、９月20日の金曜日、18時から開催させていた

だきたいと思います。場所につきましては現在調整中ですので、別途委員の皆様に

お知らせしたいと思います。よろしくお願いします。 

（小濱委員長）次回９月20日、18時だそうです。皆さんよろしいでしょうか。先の



14 

スケジュールですので、今からぜひとも空けてください。 

 それでは、審議事項に戻りたいと思います。非公開になりますので、傍聴の皆さ

ん、ご苦労さまでございました。退席していただきたいと思います。 

 

（１）審議事項【非公開】 

 「次期横浜市市民活動支援センター運営事業の募集要項について」 

 

３ 閉会 

（小濱委員長）ありがとうございました。以上ですべての議事が終了しました。 

それでは、以上をもちまして、第１期第１回の推進委員会を閉会したいと思いま

す。次回もどうぞ皆さんよろしくお願いいたします。 

資  料 ・資料１  ：横浜市市民協働推進委員会における部会委員の指名について（案） 

・資料２－１：横浜市市民活動支援センター事業の検証について 

・資料２－２：平成25年度事業計画書 

・資料２－３：相互検証シート 

・資料２－４：横浜市市民活動支援センター事業評価報告書 

・資料３  ：横浜市市民活動支援センター事業市民活動共同オフィス平成26年度

入居団体募集要項（案）について 

・資料４  ：平成25年度第２回市民活動運営支援事業部会審査結果について 

・資料５  ：次期横浜市市民活動支援センター運営事業の募集要項について 

・資料６  ：平成25年度市民協働推進部事業の概要について 

・資料７  ：記者発表資料（５月17日）「横浜市市民協働条例の事業提案に基づく

市民協働事業 第１号！！」 

 


